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この取り組みは、本学と佐賀大学とが

佐賀県全域をキャンパスと位置付け、学

生・教職員による実践的な教育・研究を通

して、地域の活性化を進めることを目的と

しています。具体的には、両大学が佐賀

県、佐賀市、神埼市、唐津市、小城市、嬉

野市、鹿島市、吉野ヶ里町の１県６市１町

と連携し、地域での学修機会を増やすよう

な教育カリキュラムの改革を行い、地域が

求める人材の育成、地域に貢献する研究等

を全学的に行っています。 

 12のプロジェクトのうち、本学科では

2つのプロジェクトを行っています。 

 

【保健・医療・福祉・子育て支援体制の充

実プログラム（代表：柳田晃良 教授）】 

地域課題解決に向けた主体的学修を通し

て、広い視野の実践力のある人材に育てるこ

とを目的としています。また、地域の保健・
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医 療・福 祉・子 育 て 支

援体制の充実を図り、

健やかに安心して暮ら

せる元気な街づくりに

貢献できることを目指

しています。 

 

 

【産学官連携による機能性食品の開発（代

表：安田みどり 教授）】  

地域の農業・食産業が抱える課題に学生が

主体的に取り組み、企画力、実践力を養うと

ともに、地域活性化に

つなげることを目的と

し て い ま す。学 生 が

チーフプロデューサー

となり、生産者や企業

とチームを組み、大学

発食品の開発を行って

います。 
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○就職先開拓や同窓会との連携 

教職員が一丸となって、幅広い求人開拓

を展開しています。近県はもとより、九

州各県の関係機関や施設などにも出向

き、本学の学生の魅力をアピールしてい

ます。また、西九州大学同窓会の協力と

支援を受けながら、求人情報の収集に努

めています。 

他にも様々な取り組みを行っています。 

 また、講義でも「就業力」を身につけ

るための科目（インターンシップ等）も

開講されています。 

 このように、学生の将来の進路を大切

に考え、教職員が一丸となって学生をサ

ポートしています。 

 本学では、学生の大学生活をより充実

させるために、教員と事務局が一体とな

り、さまざまな支援に取り組んでいま

す。その中から、今回は「就職サポー

ト」について紹介します。 

平成25年度本学卒業生の就職率は、

96.5％、健康栄養学科のみでは95.3％

でした。毎年、このような高い就職率を

維持できるのは、地元を中心とした多く

の企業から求人情報が集まること、学生

に対して4年間にわたって徹底した就職

指導を行っているためです。以下はその

取り組みの一部です。 

○就職ガイダンス 

学内で実施される就職ガイダンス・就職

講座では、外部講師を招いて履歴書・エ

ントリーシートの記入方法や面接指導な

ど、就職活動に向けた実践的なプログラ

ムを組んでいます。また、学内企業説明

会も実施しています。 

西九州大学健康栄養学部 

健康栄養学科 

電話 0952-52-4191（大学代表） 

FAX 0952-52-4194 

人の健康を守り、 

人を癒し、人を幸せにする。 

そんな「食」のプロを育てます。 

佐賀県神埼市神埼町尾崎4490-9 
保育園で食育講座 

ハーブを用いた商品開発 



教員・研究紹介 

○新任の先生紹介（緒方先生） 
今年度から西九州大学に着任いたしました緒方智宏

です。前任校は大分県でしたので、佐賀県で送る毎日

を新鮮に感じながら過ごしています。佐賀県は、日本

有数の陶磁器の産地であり、優れた泉質の温泉も多

く、なんといっても山海の幸が豊富で、これからの

日々を楽しみにしています。また、先日「どんどんど

んの森」を「どんスリー」と言うことも勉強しまし

た。 

 本学では給食経営管理論を主として担当していま

す。給食経営管理論？あまり馴染みが無い学問だと思

います。簡単に言うと、管理栄養士としての実践力を

修得する学問が給食経営管理論だと考えます。現在日

本では生活習慣病の原因となる多くの栄養問題があ

り、管理栄養士養成施設では、今まで以上に実践力の

ある管理栄養士の養成が重要です。その実践力を身に

つける上で重要な学問が給食経営管理論です。 

学んだことを実社会で実践するためには、「論理的

な思考能力」と「実践的能力」が重要だと感じていま

す。もちろん実践力は一朝一夕には修得できません。

そこで給食経営管理論では、管理栄養

士業務における論理的思考能力と実践

的能力を結びつけるための方策を学び

実践力の修得に繋げていきます。 

これから西九州大学では、研究そし

て教育を通して、社会で活躍できる論

理的な思考と知識そして技術を備えた

学生の育成に尽力していく所存です。 

 

また、管理栄養士養成課程もある大学で有ること

から、食べ物による体づくりはもとより、これから

夏場に向けて「スイカや夏野菜などのカリウムの多

い食品を食べて、暑さに強い体づくりも指導してい

ます。」（江口昭彦顧問＝健康栄養学科准教授） 

○がんばっています！軟式野球部 
本学の軟式野球部は、過去8回の全国大会出場の

実績があり、部員一人ひとりの努力とチームワーク

で着実に実績を積み上げています。 

本年度の春季リーグにおいては、惜しくも９大学

中３位という成績で全国大会への出場権は逃しまし

たが、８月中旬から始まる西日本大会の出場権をか

けた秋季リーグにおいては、チーム一丸となり九州

予選を勝ち抜いて行きたいと思います。 

現在、軟式野球部員は選手20名、マネージャー5

名で、学業やアルバイトの合間を縫って火、木曜日

の放課後と土曜日の午前中に集中して練習を行って

います。 

サークル紹介（軟式野球部） 

授業紹介（食品学実験） 

 調理をする場合は、まず初めに食品成分表(日常的

な食品の成分に関するデータ集)を利用して献立を作

成します。この食品成分表に記載されている分析値が

どのようにして求められているのかを理解するため

に、実際に食品中に含まれているたんぱく質、糖質、

ミネラルなどの分析実験を行ないます。そして最後に

データを整理して統計処理をしてまとめます。 

 この実験を通して、成分分析、データ整理、機器分

析などを習得して、卒業後には食の専門家として社会

で活躍できる人になってくれることを期待していま

す。（担当：進藤直文教授） 
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オレンジジュース中の糖質の測定実験 


